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12　研修・実習実績
　（1）監察医研修実績

（令和５年４月１日～令和６年３月 31 日）

期　　　　間 延日数 所属（大学・医療機関等） 人数

R5.4.1 ～ R6.3.31 11 昭和大学医学部臨床病理診学講座　 1

R5.4.1 ～ R6.3.31 6 東京慈恵会医科大学法医学講座　 1

R5.4.1 ～ R6.3.31 11 東海大学医学部基盤診療学系法医学　 1

R5.4.1 ～ R6.3.31 10 東京慈恵会医科大学法医学講座　 1

R5.4.1 ～ R6.3.31 10 海老名総合病院病理診断科　 1

R5.4.1 ～ R6.3.31 17 東京医科歯科大学大学院　 1

R6.3.1 ～ R6.3.31 1 東京慈恵会医科大学病理学講座 1

R6.3.1 ～ R6.3.31 4 浜松医科大学感染病理学講座　 1

R6.3.6 ～ R6.3.31 12 大分大学 1

　（2）一般実習実績（医療従事者等）
（令和５年４月１日～令和６年３月 31 日）

期　　　　間 延日数 所属（大学・医療機関等） 人数

R5.4.5 ～ R5.4.6 2 自治医科大学医学部医学科 5年 1

R5.4.6 ～ R6.3.31 12 東邦大学医学部 6年　 3

R5.4.12 ～ R5.4.13 2 京都第二赤十字病院救命救急センター　 2

R5.6.1 1 みどりの杜クリニック（日本医師会死体検案研修会） 1

R5.6.10 ～ R5.6.11 4 横浜市立大学医学部医学科 4年 2

R5.6.15 ～ R5.7.13 10 順天堂大学医学部 3年　 2

R5.6.20 1 筑波大学医学専門学群医学類学生4年、6年 12

R5.7.3 ～ R5.7.4 2 昭和大学医学部医学科 4年 124

R5.7.4 ～ R5.7.18 7 東京医科大学医学科 4年　 4

R5.7.7 1 金沢こども医療福祉センター（日本医師会死体検案研修会） 1

R5.7.15 1 東邦大学医学部医学科 4年 16

R5.7.19 1 東邦大学医学部医学科 4年 19

R5.8.1 1 東京大学医学部 4年　 6

R5.8.8 1 東京大学医学部 4年　 1

R5.8.9 ～ R5.11.22 2 東京医科歯科大学医学部医学科 6年　 1

R5.9.11 ～ R5.9.15 5 都立多摩総合医療センター　 1

R5.9.12 ～ R5.9.13 2 東北医科薬科大学医学部 4年　 1

R5.9.25 ～ R5.9.29 5 都立墨東病院　 1

R5.10.2 ～ R5.10.6 5 都立広尾病院　 1

R5.10.10 ～ R5.10.13 4 群馬大学医学部 5年　 1

R5.12.5 1 結城クリニック（日本医師会死体検案研修会） 1

R5.12.6 ～ R6.2.14 9 東京慈恵会医科大学病理学講座　 2

R6.1.30 12 独協医科大学医学部 2年 12

R6.2.5 ～ R6.2.9 6 山形大学法医学講座　 1

R6.3.5 ～ R6.3.14 3 北多摩医師会（日本医師会死体検案研修会） 2

R6.3.12 ～ R6.3.19 2 松戸市消防局　 1

R6.3.8 ～ R6.3.22 4 防衛医科大学校　 1

R6.3.27 1 中山クリニック（日本医師会死体検案研修会） 1

合　　　　　計 107 221
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(3) その他の実習実績（司法警察職員等）

（令和５年４月１日～令和６年３月 31 日）

期　　　　間 延日数 所　　属 人数

R5.4.27 1 警察大学校 27

R5.6.24 1 石川県警本部刑事部捜査一課検視官室　 1

R5.7.22 1 石川県警本部刑事部捜査一課検視官室　 1

R5.7.24 1 防衛省陸上自衛隊小平学校　 47

R5.9.16 1 石川県警本部刑事部捜査一課検視官室 1

R5.10.20 1 防衛省陸上自衛隊小平学校　 11

R5.10.21 1 石川県警本部刑事部捜査一課検視官室　 1

R5.12.2 1 石川県警本部刑事部捜査一課検視官室　 1

R5.12.5 1 防衛省陸上自衛隊中央警務隊職員 17

R5.12.18 1 科学警察研究所法科学研修所 38

R5.12.20 1 科学警察研究所法科学研修所 38

R6.1.11 1 東京消防庁消防学校 38

R6.2.22 1 科学警察研究所法科学研修所 57

合　　　　　計 13 278

(4) 検視官講習

　警察大学校法医専門研究学生（警視庁及び各都道府県警察において検視業務に従事する技官・

警視・警部）の法医学（検案・解剖）の実務講習受け入れ

（令和５年４月１日～令和６年３月 31 日）

期　　　　間 実日数 所　　属 人数

R5.5.9 ～ R5.5.12 4 警察大学校研究科（春期 D） 15

R5.5.15 ～ R5.5.18 4 警察大学校研究科（春期 A） 17

R5.5.19 ～ R5.5.24 4 警察大学校研究科（春期 B） 17

R5.5.25 ～ R5.5.30 4 警察大学校研究科（春期 C） 11

R5.10.24 ～ R5.10.27 4 警察大学校研究科（秋期 D） 9

R5.10.30 ～ R5.11.2 4 警察大学校研究科（秋期 A） 17

R5.11.6 ～ R5.11.9 4 警察大学校研究科（秋期 B） 17

R5.11.10 ～ R5.11.15 4 警察大学校研究科（秋期 C） 12

合　　　　　計 32 115

（5) 検視実務専科講習

　関東管区警察学校検視実務専科学生（都道県警察本部において、検視官の補助として勤務して

いる者及び将来補助者になる予定の者並びに警察署において検視業務に携わる警部補、巡査部長）

の法医学（検案）の実務講習受け入れ

実績無し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和５年４月１日～令和６年３月 31 日）
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13　令和５年（2023 年）研究業績

（1） 論文・著書

発表者 題名 誌名・年・巻（号）・頁

Fumiko Sato, Junpei 

Nagato, Wataru Irie, 

Chizuko Sasaki, Eriko 

Ochiai, Maho Kondo, Kino 

Hayashi

Double suicide in Japan in 

the post-war reconstruction 

period, with reference to 

contemporary Japan.

Medicine, Science and the Law. 

2023; 63: 222-226.

Hideto Suzuki, Hisanori 

Muramatsu, Kino Hayashi

Causes of death of forensic 

autopsy cases tested positive 

f o r  C O V I D - 1 9  i n  T o k y o 

Metropolis, Japan. 

Legal Medicine.  2023; 62: 

1-7.

辻聡 , 内田佳子 , 林紀乃 , 

窪田満

剖検にて回盲部に腸重積を認めた

乳幼児突然死症例 .

日児誌 . 2023; 127: 464-468.

（2）学会発表等

発表者 題名 学会名等（開催地）・開催年月日等

引地和歌子 東京都 23 区内におけるアルコー

ル関連死事例の経時的変化につい

て .

2023 年度アルコール・薬物依存

関連学会合同学術総会 . 日本

アルコール・薬物医学会雑誌 . 

2023; 58(3-suppl):p 140-141, 

岡山 .

朝倉久美子，小山裕，右田

卓，山田清香，鈴木真由美，

林紀乃，羽尾裕之

心臓突然死剖検例における血管内

イメージングの有用性について．

第 112 回日本病理学会総会．日本

病理学会会誌．2023; 113(1): p 

235，山口 .

氣賀澤秀明 冠状動脈にIgG4陽性形質細胞浸潤

を呈した4剖検例．第112回日本病

理学会総会．日本病理学会雑誌．

第 112 回日本病理学会総会．日本

病理学会雑誌．2023；113(1): p 

323，山口．

横内幸, 大原関利章 , 浅川

奈々絵, 佐藤若菜 , 朝倉久

美子, 林紀乃, 屋代真弓, 

中村好一, 高橋啓

川崎病既往成人における冠動脈後

遺症と粥状硬化症との関連 . 

第112回日本病理学会総会, 日本病

理学会会誌．2023; 113(1): p 324，

山口.

齋藤一之 , 朝倉久美子 , 

高田綾 , 木村聡子 , 氣賀

澤秀明 , 浦邉朱鞠 , 菊地

洋介 , 林紀乃

新型コロナウイルスワクチン接種

に近接して突然死した若年成人の

４剖検例 . 特に心筋間質の炎症

所見について . 

第112 回日本病理学会総会, 日本

病理学会会誌．2023; 113(1): p 

349，山口.

佐藤若菜 , 廣川達也 , 大

倉淑寛 , 齋藤一之 , 高田

綾 , 野澤直嵩 , 林紀乃

階段からの転落による大動脈破裂

の 1症例 . 

第107次日本法医学会学術全国集

会, 要旨集. 2023; p 77. 神奈

川.
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発表者 題名 学会名等（開催地）・開催年月日等

鈴木秀人 , 稲垣健志 , 木

城典子 , 大岡汐里 , 小山

田隆 , 近江俊徳 , 菊地洋

介 , 朝倉久美子 , 林紀乃 . 

死後 CT 画像にて肺野に高吸収域

を伴う気管支喘息による急死例 .

第 107 次日本法医学会学術全国集

会 , 要旨集 . 2023; p 78. 神奈

川 .

浦邉朱鞠 , 倉橋弘 , 猪口

剛 , 千葉文子 , 本村あゆ

み , 星岡佑美 , 鳥光優 , 

山口るつ子 , 恒矢重毅 , 

岩瀬博太郎

千葉県におけるヒト死肉食双翅目

（ハエ目）の調査及び検討 . 

第 107 次日本法医学会学術全国集

会 , 要旨集 . 2023; p 100. 神奈

川 .

横内幸 , 大原関利章 , 浅

川奈々絵 , 佐藤若菜 , 朝

倉久美子 , 林紀乃 , 屋代

真弓 , 中村好一 , 高橋啓

川崎病既往未確認の成人突然死例

における冠動脈瘤の組織学的検

討 . 

第 59 回日本小児循環器学会総会・

学術集会 , 要旨集 (7 月 8 日 ). 

2023; p 138. 横浜 .

菊地洋介 , 阿部伸幸 , 畔

柳三省 , 酒井健太郎 , 林

紀乃

逆さ吊りによる体位性窒息死と診

断した一剖検例 .

第 92 回日本法医学会学術全国集

会 , 要旨集 2023; p 10. 川崎 .

佐藤文子 , 長門純平 , 入

江渉 , 佐々木千寿子 , 落

合恵理子 , 中丸尚美 , 阪

本桃子 , 長田真奈 , 林紀

乃

東京都 23 区内における終戦後お

よび現代の double suicide の発

生状況について .

第 92 回日本法医学会学術全国集

会 . 要旨集 2023; p 11. 川崎 .

細谷直， 樋口涼子 , 林紀

乃 , 金武潤

転移性肝癌と診断されていた肝多

発血管腫破裂の一剖検例 .

第 92 回日本法医学会学術全国集

会 . 要旨集 2023; p 22. 川崎 . 

村松尚範 , 朝倉久美子 , 

高田綾 , 齋藤一之 , 藤田

威 , 山内忍 , 黒須明

大動脈解離後の大動脈基部仮性瘤

右房穿破により高度なうっ血性心

不全をきたした１剖検例 . 

第 24 回日本法医学会学術北日本

地方集会 . 要旨集 2023; p 11. 

秋田 .

（以下，教育活動）

林紀乃 監察医制度 北里大学医学部法医学講義 . 

2023 年 5 月 . 神奈川

林紀乃 死体検案 令和 5 年度第 1-3 回東京 JMAT 研

修会 . 2023 年 7 月 , 12 月 , 12

月 . 東京 .

林紀乃 法医学と病理学 日本大学医学部病理学講義 . 

2023 年 10 月 . 東京 .
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発表者 題名 学会名等（開催地）・開催年月日等

林紀乃 「死について」 東京消防庁講義 . 2023 年 11 月 . 

東京 .

林紀乃 大規模災害での検案 令和 5 年度第 1 回検案業務サポー

ト研修会 . 2023 年 11 月 . 東京 . 

酒井健太郎 死体現象と死後経過時間，内因性

急死

令和 5 年度関東管区警察学校全国

規模専科．2023 年 5 月，11 月 . 

東京 .

引地和歌子 内因性急死 令和 5 年度関東管区警察学校全国

規模専科 . 2023 年 5 月 . 東京 .

引地和歌子 死体現象と死後経過時間 令和 5 年度関東管区警察学校全国

規模専科． 2023 年 11 月 . 東京 .

引地和歌子 法医学（死因究明制度）- 監察医

は語る

星薬科大学第 5 学年講義 . 2023

年（オンライン公開）. 東京．

氣賀澤秀明 交通法医学 令和 5 年度 警察大学校（法医専

門）研修 . 2023 年 3 月 , 5 月 , 

7 月 , ９月 , 12 月 . 東京 .

菊地洋介 東京都監察医務院の紹介 東京大学医学部 第 4 学年法医学

講義．2023 年 5 月．東京

菊地洋介 死後画像診断―その有用性および

限界―

北里大学医学部 第 4 学年法医学

講義 . 2023 年 5 月 . 神奈川県 .

菊地洋介 死後画像診断―その有用性および

限界―

慶應義塾大学医学部 第 5 学年法

医学講義 ( オンライン )．2023 年

8 月．東京 .




